
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
は
７
月
２
日
閉
会
し
ま

し
た
。

市
長
提
案
の
、
補
正
予

算
１
件
、
条
例
３
件
な
ど

合
計

件
の
議
案
は
す
べ
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て
全
会
一
致
で
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

「
種
子
法
廃
止
に
伴
う

万
全
の
対
策
を
求
め
る
請

願
」
は
、
国
会
で
野
党
が

復
活
法
案
を
提
案
し
て
い

る
こ
と
か
ら
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
一
般
質
問
等
で
多
く

の
住
民
要
望
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
マ
リ

カ
東
館
の
「
つ
る
お
か
食

文
化
市
場F

OO
DE

VER

（
フ

ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）
」
に
つ

い
て
、
維
持
管
理
経
費
の

見
直
し
５
１
０
万
円
な
ど

が
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

市
当
局
は
産
業
建
設
常

任
委
員
会
の
質
疑
で
、「
産

直
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

の
区
画
は
飲
食
と
違
い
収

益
を
上
げ
づ
ら
い
状
況
か

ら
、
２
店
舗
が
撤
退
し
て

い
る
。

新
た
な
店
舗
の
入
居
を

進
め
る
た
め
、
２
年
間
を

目
処
に
こ
の
区
画
の
負
担

軽
減
策
と
し
て
共
益
費
を

軽
減
す
る
も
の
だ
。

他
の
テ
ナ
ン
ト
と
も
意

見
交
換
を
行
い
、
施
設
全

体
の
賑
わ
い
や
活
性
化
を

進
め
て
い
く
」
と
答
え
ま

し
た
。

大
荒
処
分
場
建
設
強

行
要
求
に
「
地
元
同
意

は
民
主
主
義
の
根
幹
」

大
荒
地
内
の
ご
み
最
終

処
分
場
問
題
は
、
一
般
質

問
の
中
で
新
政
ク
ラ
ブ
の

議
員
が
当
初
計
画
の
実
行

を
迫
っ
た
の
に
対
し
、
皆

川
市
長
は
「
大
荒
自
治
会

の
同
意
を
得
な
い
ま
ま
、

こ
こ
ま
で
進
め
て
き
た
こ

と
が
不
確
実
性
の
要
因

だ
。
立
地
選
定
過
程
を
含

め
行
政
と
し
て
問
題
が
あ

っ
た
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
ク
ラ
ブ
の
議

員
が
「
説
明
、
対
話
だ
け

で
は
進
ま
な
い
。
早
期
解

決
の
た
め
に
ト
ッ
プ
の
決

断
は
。
遅
れ
た
場
合
の
責

任
の
認
識
は
あ
る
か
」
と

関
連
質
問
。

こ
れ
に
対
し
皆
川
市
長

は
、
「
地
元
の
同
意
を
取

り
付
け
ず
に
進
め
る
こ
と

は
民
主
主
義
の
根
幹
に
関

わ
る
」
「
岡
山
の
最
終
処

分
場
の
使
用
期
間
は
平
成

９
年
か
ら

年
ま
で
だ
っ

24

た
。
本
来
、
前
市
長
が
道

筋
を
付
け
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
問
題

だ
」
と
キ
ッ
パ
リ
答
え
ま

し
た
。
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山形県高齢者福祉生協（菅原丈男理事長）の第２

０回通常総代会が６月２４日、出羽庄内国際村大

ホールで開かれ、関とおる県議があいさつ、菅井

巌市議と坂本昌栄市議が出席しました。

第
１
回
鶴
岡
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会

が
、
６
月

日
開
催
さ
れ
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ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
昨
年
度
の

公
共
交
通
網
維
持
確
保
の

取
り
組
み
、
今
年
度
か
ら

の
公
共
交
通
網
維
持
計
画

・
地
域
内
幹
線
バ
ス
系
統

確
保
維
持
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
と
し
て
「
山
間
・
中

山
間
が
多
い
地
区
内
の
バ

ス
路
線
が
あ
る
が
、
高
校

生
の
ほ
と
ん
ど
は
家
庭
で

の
送
り
迎
え
、
高
校
生
が

利
用
で
き
る
バ
ス
路
線
の

時
間
確
保
を
し
て
も
ら
い

利
用
に
つ
な
げ
て
も
ら
い

た
い
」
「
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス

に
つ
い
て
、
高
齢
者
が
十

分
に
理
解
し
て
い
な
い
と

思
う
。
地
域
の
コ
ミ
セ
ン

で
高
齢
者
を
交
え
話
し
合

え
る
機
会
を
設
け
説
明
の

機
会
を
多
く
と
っ
て
も
ら

い
た
い
」
「
高
齢
者
は
距

離
が
あ
る
の
で
、
バ
ス
の

停
車
場
に
行
く
ま
で
が
大

変
と
言
っ
て
い
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。山

田
守
市
議
が
傍
聴
参

加
し
ま
し
た
。

第
５
回
鶴
岡
市
上
下
水

道
事
業
経
営
審
議
会
が
６

月

日
に
開
か
れ
、
水
道

29
料
金
に
つ
い
て
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
９
月
ま
で

に
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

求
め
て
い
ま
す
。

当
局
か
ら
は
、
受
水
費

が

年
間
で
約

億
円
引

10

33

き
下
げ
と
な
る
一
方
で
、

建
設
改
良
費
が
増
額
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
仮
に
す

べ
て
の
償
却
資
産
を
更
新

し
た
場
合
、

年
間
で
約

40

１
１
５
０
億
円
が
見
込
ま

れ
、
平
準
化
す
る
と
単
年

度
で

億
円
の
投
資
額
が

29

必
要
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
水
費
の
減
額

は
今
回
の
協
定
期
間
に
限

っ
た
も
の
で
あ
り
、
有
収

水
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る

中
で
、
更
新
需
要
は
増
大

し
て
い
く
見
込
み
の
た

め
、
水
道
料
金
は
今
後
引

き
上
げ
に
な
る
傾
向
に
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
「
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
非
常
に
難
し
い
課
題

だ
」
「
結
局
ど
の
く
ら
い

の
値
上
げ
に
な
る
の
か
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
「
本
市
の

水
道
管
の
耐
震
化
は
進
ん

で
い
る
の
か
？
」
と
の
質

問
が
あ
り
、
当
局
は
「
水

道
管
の
耐
震
化
事
業
は
、

病
院
、
コ
ミ
セ
ン
等
避
難

所
の
耐
震
化
を
優
先
し
て

い
る
。
昨
年
度
か
ら
国
の

補
助
（
４
分
の
１
）
が
決

ま
っ
た
が
、
年
間
で
で
き

る
量
を
算
定
し
て
い
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
平
智

会
長
（
山
形
大
学
教
授
）

か
ら
「
答
申
と
し
て
は
『
現

状
維
持
』
と
し
て
は
ど
う

か
」
と
い
う
提
案
が
さ
れ

ま
し
た
。

次
回
の
審
議
会
は
、
８

月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。



問

上
荒
俣
・
細
谷
線
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
、
住

民
の
要
望
書
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。

羽
黒
庁
舎
支
所
長

国
道

３
４
５
号
へ
直
結
す
る
こ

と
で
、
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。

合
併
時
の
新
市
建
設
計

画
に
も
と
づ
く
要
望
で
あ

り
、重
く
受
け
止
め
る
が
、

関
係
部
署
と
の
情
報
交
換

に
努
め
て
い
く
。

建
設
部
長

市
の
道
路
整

備
は
交
通
安
全
や
橋
梁
等

の
長
寿
命
化
対
策
に
重
点

を
置
い
て
お
り
、
新
設
道

路
の
計
画
は
難
し
い
。

問

合
併
建
設
計
画
主
要

事
業
の
実
施
率
（
事
業
数
）

は
、
鶴
岡
地
域
は

・
90

91

％
だ
が
、藤
島

・

％
、

66

67

羽
黒

・

％
、
櫛
引

70

59

51

・

％
だ
。

22バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、

合
併
時
の
約
束
は
責
任
を

持
っ
て
実
施
す
べ
き
だ
。

財
源
は
今
１
０
０
億
円

ほ
ど
残
っ
て
い
る
合
併
特

例
債
を
当
て
る
こ
と
が
で

き
る
が
。

建
設
部
長

実
態
に
つ
い

て
調
査
し
て
い
く
。

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問

19

で
、
日
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
上
荒
俣
・

細
谷
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
、
②
敬
老
会
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
③
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応

を
質
し
ま
し
た
。

上
荒
俣
・
細
谷
線
、
住
民
要
求
ど
う
受
け
止
め
る

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
6月28日入札分

・鶴岡公園北ブロック（正面広場）測量業務（入札12業者）
(株)鈴木久測量設計事務所 1,640,000円（1,735,000円）
期間～9/28（落札率94.52％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
6月28日入札分

・市立朝暘第六小学校体育館照明設備耐震化工事（平成29年度繰越明許）（入札15業
者）
大同電気(株) 8,600,000円（8,980,000円）工期～10/12（落札率95.77％）
・市立豊浦小学校体育館照明設備耐震化工事（平成29年度繰越明許）（入札15業者）
(有)斎藤電気工事店 7,500,000円（7,840,000円）工期～10/12（落札率95.66％）
・市立櫛引南小学校体育館照明設備耐震化工事（平成29年度繰越明許）（入札12業者）
(有)新興電気設備 10,380,000円（10,750,000円）工期～10/12（落札率96.56％）
・立朝暘第六小学校体育館天井等撤去工事（平成29年度繰越明許）（入札24業者）
鶴岡建設(株) 24,950,000円（25,290,000円）工期～10/12（落札率98.66％）
・市立豊浦小学校体育館天井等撤去工事（平成29年度繰越明許）（入札24業者）
(株)山本組 22,250,000円（22,990,000円）工期～10/12（落札率96.78％）
・市立櫛引南小学校体育館天井等撤去工事（平成29年度繰越明許）（入札25業者）
佐藤建設(株) 17,300,000円（17,770,000円）工期～10/12（落札率97.36％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月26日入札分

・市立保育園移転新築工事監理業務委託（陽光町9-31ほか）（随意契約1業者）
(株)総建築設計事務所 8,000,000円（8,361,000円）期間～31/9/13（落札率95.68％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月27日入札分

・市集落排水事業 渡前地区91号人孔改良工事（渡前地内）（入札3業者）
(株)ヤマムラ 4,900,000円（5,079,000円）工期～11/30（落札率96.48％）

6月25日入札分
・市公共下水道事業 汚水3－1Ｈ072－1号新設工事（白山地内）（入札5業者）
(有)小野田組 2,770,000円（3,200,000円）工期～9/14（落札率86.56％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月27日入札分

・大塚町地内径100粍配水管撤去工事（大塚町地内）
中止

問

敬
老
会
補
助
金
の
段

階
的
統
一
の
中
間
年
で
あ

り
、
削
減
の
影
響
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

補
助
額

が
削
減
さ
れ
、
従
来
と
同

じ
内
容
の
開
催
は
で
き
な

い
と
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

問

敬
老
会
は
本
来
、
行

政
が
お
祝
い
す
る
事
業
で

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

核
家
族

化
や
人
間
関
係
の
希
薄
化

が
進
む
現
代
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
行
政
の
主
催
と
す
る

よ
り
、
高
齢
者
が
地
域
と

の
交
流
の
中
で
お
祝
い
を

受
け
る
行
事
と
し
て
開
催

す
る
の
が
望
ま
し
い
。

問

地
区
主
催
で
や
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
声
は
大
き

い
。例

え
ば
自
治
振
興
会
の

交
付
金
の
中
に
地
区
主
催

経
費
を
盛
り
込
め
な
い

か
。

健
康
福
祉
部
長

そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
事
情
を
考
慮

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
情

報
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。

問

学
校
給
食
は
子
ど
も

の
命
を
育
む
大
切
な
事
業

で
あ
り
、
合
理
化
や
行
財

政
改
革
の
対
象
に
す
べ
き

で
は
な
い
。

年
度
の
新
し
い
行
財

29
政
改
革
プ
ラ
ン
で
は
櫛
引

・
朝
日
の
給
食
セ
ン
タ
ー

を
市
の
セ
ン
タ
ー
に
統
合

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長

効
率
化
や
合

理
化
の
観
点
か
ら
事
務
事

業
の
見
直
し
の
考
え
を
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
意
向
を
確
認
し
た

も
の
で
な
い
。

今
後
、
給
食
拠
点
の
あ

り
方
や
、
教
育
と
し
て
の

効
果
、
地
域
に
お
け
る
存

在
意
義
な
ど
、
更
な
る
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

問

給
食
発
祥
地
と
し
て

の
学
校
給
食
の
再
構
築
を

考
え
な
い
か
。

教
育
部
長

現
在
は
、
お

に
ぎ
り
給
食
を
通
じ
て
先

人
の
思
い
と
歴
史
を
学
ん

で
い
る
。

安
心
、
安
全
は
も
ち
ろ

ん
、
生
産
者
な
ど
と
連
携

し
地
産
地
消
を
推
進
し
、

給
食
を
通
じ
て
食
文
化
を

発
信
す
る
な
ど
検
討
し
て

い
く
。

問

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
が
で
き
る
給
食
を
実
現

す
べ
き
だ
が
。

教
育
部
長

鶴
岡
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
の
専
用
室

が
な
い
こ
と
に
加
え
、
対

象
者
が
多
い
た
め
、
限
定

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
は
施
設
内
の
条
件

や
人
的
体
制
を
整
え
る
こ

と
で
、
対
応
可
能
な
範
囲

を
広
げ
て
い
く
。

し
か
し
、
市
全
体
で
同

一
基
準
に
よ
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
を
構
築
す
る

に
は
抜
本
的
な
改
善
が
必

要
だ
。

学
校
給
食
を
合
理
化
の
対
象
に
す
る
な

敬
老
会
は
本
来
行
政
が
お
祝
い
す
る
事
業


